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今回の定例会は
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ロクマル＝60   6 0人の議員は市民の代表。さいたま市議会の動きをコンパクトに伝えます。

市議会だよりさいたま｜No.84 2020.12.1

委員会が熱い!
身近なテーマで白熱した議論が交わされる「委員会」。
そんな委員会にスポットを当ててご紹介します。

新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処
方針に配慮した表現としております。
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さいたま市議会では、多くの議案や請願を限られた会期

の中で効率的かつきめ細かく審査するため、複数の委員

会を設置しています。そして、議員全員が必ず5つの常任

委員会のいずれかに所属し、様々な議論を行っています。
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総合政策委員会

市民生活委員会

まちづくり委員会

文教委員会

台風やゲリラ豪雨への備
えなど、市はどのような
対策をしているの？

昨年の教訓を踏まえ、マイ・タイム
ライン（個別の避難計画）の積極的な
活用を啓発したり、高齢者などが速
やかに避難できるよう、巡回広報を
消防団が行える体制を整備しました。

ペットフードの缶は洗えば
リサイクルできるのに、なぜ
燃えないごみなの？

水資源節約のため、現在は燃えない
ごみとしていますが、持続可能な社
会にリサイクルは不可欠であり、今
後、ごみの出し方マニュアルの見直
しを検討します。

犯罪抑止のため、通学路
への防犯カメラ設置を積
極的に進めては？

平成30年度から通学路の点検を行って
おり、284カ所の危険箇所のうち、今年
3月、2カ所に3台設置しました。今後
も警察や地域の方と相談しながら適切
な箇所に設置を進めていきます。

生活スタイルが変化し、公園の利
用の仕方も変わっていくと思うが、
どのように整備していく？

例えば、お茶を飲みながら仕事がで
きるようなスペースや施設を整備す
るなど、様々な形で利用できる公園
にしていくことが重要になってくる
と考えています。

５つの常任委員会では、その委員会が所管するものであれば、議案として取り上げら

れていない事項でも、議員（委員）は質問することができます。これをさいたま市議会

では「議案外質問」といい、皆さんの生活に身近なことも話題になっています。９月

定例会中の委員会で実際に行われた「質問」と「答え」の一部をご紹介します。

議員60人が
5つの委員会に分かれて
交わす「議論」が熱い！

議員60人が
5つの委員会に分かれて
交わす「議論」が熱い！

何でも聞いちゃう「議案外質問」が熱い!何でも聞いちゃう「議案外質問」が熱い!

９月定例会では、市の昨年度決算について、

決算特別委員会を10日間にわたり開催し、

分野ごとに詳細な審査を行いました。

9月定例会は
「決算」が熱い!
9月定例会は
「決算」が熱い!

くわしくは4ページでくわしくは4ページで 予算の使い方は適正かつ効果的であった？
予算の使い方は
適正かつ効果的であった？

保健福祉委員会

PCR検査陽性者や医療従事者
への偏見や差別への対応は？

国の人権相談窓口を紹介し
たり、学校からも呼びかけを

行うなど、十分配慮
し対応しています。

感染症に関する正しい情報を周知すると
ともに、市長もメッセージ動画を配信す
るなど、市をあげて取り組んでいきます。

事例は多くあり、
それだけでは足り
ないのでは？

子どもの命以上に大事なものはない。
ぜひ積極的な検討を。

本会議本会議 委員会

最後に多数決による採
決を行い、議会としての
意思が決定（議決）され
閉会します。

議長の宣告で本会議が
スタート。提出された議
案や請願は、所管の委
員会に付託されます。

常任委員会

特別委員会
特に集中して審査する必要がある場合などに臨時的に設置

総合政策委員会
文教委員会

市民生活委員会
保健福祉委員会
まちづくり委員会

予算委員会

12人

12人

12人

12人

12人

20人

いたま市議会では常任委員会の一つとして常設

委員は、議案の内容や提案理由などの説明を受けた後、
疑問点や不明な点などを市の担当者に問いただします。
審査後、委員会での審査の経過と結果をまとめます。
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全議員の前で
委員長が

審査結果を報告

60人の議員が
各委員会へ

委員

市の担当者

市の担当者
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委員

委員

委員

市の担当者

委員

市の担当者

委員長
委員

委員
市の担当者

副委員長

「議会」というと、「議場で行われる本会議」をイメージする
方も多いのでは? しかし、白熱した議論が見られるのは、
本会議だけではありません｡今回は、本会議での議決に先
立ち審査を行う「委員会」にスポットを当ててご紹介します｡

委員会が
熱い！
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クローズアップ

このほかの議案などの審議結果は、さいたま市議会のホームページをご覧ください。 検索さいたま市議会

議員の
市の

9月定例会「代表質問・一般質問」ダイジェスト

令和元年度決算議案は、委員会での審査の後、本会議ですべて認定されました。また、委員会では審査
の過程で指摘した改善点や要望などを提言書として10項目にまとめ、市長に提出しました。

議案第157号　令和元年度さいたま市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定について　ほか3議案

令和元年度の決算を認定

次期総合振興計画基本計画の策定について、市長から提出された議案を審査するための特別委員会
が設置されました。また、同議案については、5つの分科会での詳細な審査、委員会での総括質疑が行
われましたが、議論をさらに深めるため、閉会中も継続して審査を行うこととなりました。

議案第169号　さいたま市総合振興計画基本計画の策定について

特別委員会を設置し市の基本計画を審査

土呂駅へのエスカレーターの設置及びホームからの転落防止設備の整備について、JR東日本に対して
粘り強く働きかけることを求める決議案がまちづくり委員会から提出され、可決されました。

委員会提出議案第6号　土呂駅へのエスカレーターの設置及びホームからの転落防止設備の整備を求める決議

土呂駅の利便性向上と安全な利用環境の実現を

PCR検査機器などの購入補助やプレミアム付商品券の発行、認可保育所の追加整備や65歳以上の方
などのインフルエンザ予防接種の無償化、成人式の2部開催などに要する経費について、令和2年度補
正予算議案が市長から提出され、可決されました。

議案第148号　専決処分の報告及び承認を求めることについて
（令和2年度さいたま市一般会計補正予算（第12号））　ほか10議案

新型コロナ対策をはじめとした補正予算を可決

新型コロナウイルス感染症による影響を踏まえ、地方自治体の財源確保に向けた適切な措置を国に求
める意見書案が議員から提出され、可決されました。

議員提出議案第14号　新型コロナウイルス感染症の影響による財政需要の増大に対応するための財源の確保に向けた
適切な措置を求める意見書

国に地方財源の確保を求める意見書を提出

令和2年9月定例会（9月2日～10月16日／会期45日間）

9月定例会で審議された議案　市長提出議案31件、議員提出議案1件、委員会提出議案1件／合計33件

＜令和３年度の予算編成に向けた主な提言内容＞
●区民要望や地域課題に迅速に対応できる区役所職員の配置
●東日本連携センターの成果と効果の検証、今後の取組み強化
●行政事務のデジタル化によるペーパーレス化の加速
●ジェンダー視点での施策立案、市民への正しい知識の啓発
●多様な保育の受け皿の拡大及び保育人材の確保
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5
会
派
6
人
の
議
員
が
、
市
政
に
対

す
る
代
表
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問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
質
問
時
の
会
派
構
成
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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／
野
口
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／
小
森
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優

神
坂
達
成
／
新
藤
信
夫
／
久
保
美
樹

秋
冬
に
向
け
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
重
症
患

者
の
受
入
れ
を
含
め
、
本
市
の
医
療

体
制
と
、
市
立
病
院
の
経
営
安
定
に

向
け
た
取
組
み
の
状
況
を
伺
う
。

本
市
の
医
療
体
制
の
状
況

は
、
８
月
25
日
現
在
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
重
症
患
者
を
受
け
入
れ

る
病
床
23
床
を
確
保
し
て
お
り
、
入

院
中
の
重
症
患
者
は
４
人
、
病
床
稼

働
率
は
約
17
％
と
聞
い
て
い
る
。
市

立
病
院
の
経
営
安
定
に
つ
い
て
は
、

７
月
に
、
市
長
か
ら
国
に
対
し
病
院

会
計
や
地
方
自
治
体
へ
の
財
政
支
援

な
ど
の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
陽
性
患

者
受
入
れ
医
療
機
関
へ
の
支
援
策
や

保
健
所
の
さ
ら
な
る
体
制
支
援
な
ど

に
つ
い
て
要
望
を
行
っ
た
。
今
後
と

も
、
国
や
県
と
緊
密
に
連
携
し
、
取

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

発
達
障
が
い
児
な
ど
の
診

療
待
ち
期
間
を
短
縮
し
、

ま
た
、
市
内
西
部
地
域
に
し
か
な
い

療
育
セ
ン
タ
ー
の
地
域
間
格
差
を
是

正
す
る
た
め
、
東
部
地
域
に
も
新
設

が
必
要
で
は
な
い
か
。

療
育
セ
ン
タ
ー
の
東
部
地

域
へ
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
市
民
や
医
師
会
な
ど
か
ら
要

望
や
提
案
を
い
た
だ
い
て
い
る
状
況

を
踏
ま
え
、
本
市
で
は
従
来
か
ら
施

設
整
備
を
含
め
た
療
育
体
制
の
在
り

方
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き
た
。

こ
の
度
、
岩
槻
区
府
内
の
施
設
に
療

育
機
能
を
整
備
す
る
方
向
で
準
備
を

進
め
る
こ
と
と
し
た
。
今
後
は
、
当

該
施
設
内
に
機
能
を
有
す
る
他
団
体

と
の
協
議
を
進
め
、
効
果
的
な
支
援

体
制
な
ど
を
構
築
し
、
早
期
の
開
所

に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

市
長
は
就
任
直
後
の
議
会

に
お
い
て
、
長
期
の
在
任

は
市
政
の
停
滞
な
ど
の
弊
害
を
生
む

恐
れ
が
あ
る
と
し
、
多
選
自
粛
条
例

案
を
提
出
し
た
が
、
多
選
に
対
す
る

現
在
の
考
え
は
。

同
一
の
者
が
長
期
に
わ

た
っ
て
在
任
す
る
こ
と
で
、

様
々
な
弊
害
を
生
み
出
し
や
す
く
、

好
ま
し
く
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
基
本
的
な
考
え
は
、
条
例
案
を
提

出
し
た
際
と
変
わ
っ
て
い
な
い
。
一

方
、
現
時
点
で
は
市
長
の
任
期
が
３

期
12
年
を
超
え
る
こ
と
の
み
を
も
っ

て
、
そ
の
弊
害
が
大
き
い
と
は
必
ず

し
も
言
い
切
れ
な
い
と
も
考
え
て
い

る
。
選
挙
で
信
任
を
い
た
だ
い
て
い

る
４
年
間
を
し
っ
か
り
全
う
し
、
残

さ
れ
た
任
期
で
全
力
を
尽
く
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
と
考
え
て
い
る
。

質
問
者

新
型
コ
ロ
ナ
拡
大
に
備
え
た

本
市
の
医
療
体
制
の
状
況
は

療
育
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し

地
域
間
格
差
の
是
正
を

昨
年
12
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
市
立
病
院

地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
の
役
割
は
非
常
に
大
き
い

民
主
改
革

首
長
の
多
選
に
つ
い
て

現
在
の
市
長
の
考
え
は

自
由
民
主
党

05 saitama city council No.84



大
規
模
災
害
か
ら
の
復
興

を
目
指
す
被
災
者
に
と
っ

て
、
罹
災
証
明
書
の
迅
速
な
発
行
は

欠
か
せ
な
い
。
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を

活
用
し
た
申
請
や
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の

発
行
を
実
現
す
べ
き
で
は
。

本
市
で
は
、
平
成
29
年
度

か
ら
罹
災
証
明
書
の
迅

速
・
円
滑
な
発
行
の
た
め
、
被
災
者

生
活
再
建
支
援
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し

て
い
る
。
昨
年
の
台
風
時
に
は
、
発

災
後
約
１
カ
月
で
申
請
数
の
８
割
以

上
を
発
行
し
、
本
シ
ス
テ
ム
に
よ
り

迅
速
な
対
応
が
で
き
た
と
認
識
し
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
対
応
と

し
て
、
郵
送
に
よ
る
申
請
・
発
行
を

進
め
て
い
る
が
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

を
活
用
し
た
申
請
受
付
、
コ
ン
ビ
ニ

で
の
発
行
に
つ
い
て
は
、
実
現
の
可

能
性
を
研
究
し
て
い
く
。

議員の
市の

9月定例会「代表質問・一般質問」ダイジェスト

大
野
埼
玉
県
知
事
の
重
点

政
策
の
中
に
は
、
地
下

鉄
７
号
線
延
伸
や
大
宮
公
園
の
ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
な
ど
、
本
市
関

連
の
も
の
が
あ
る
が
、
市
長
が
知
事

に
期
待
す
る
政
策
を
伺
う
。

地
下
鉄
７
号
線
の
延
伸
は
、

大
野
知
事
の
公
約
に
も
位

置
付
け
ら
れ
、
積
極
的
に
進
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
心
強
く
感
じ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
県
と
の
連
携
を
密

に
し
、
延
伸
実
現
に
向
け
手
を
携
え

て
い
き
た
い
。
大
宮
ス
ー
パ
ー
ボ
ー

ル
パ
ー
ク
構
想
は
、
今
年
度
、
県
が

検
討
調
査
に
着
手
す
る
と
聞
い
て
い

る
。
様
々
な
球
技
の
観
戦
は
も
と
よ

り
、
大
宮
の
ま
ち
に
さ
ら
な
る
賑
わ

い
を
も
た
ら
し
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
パ
ー
ク
の
検

討
を
期
待
し
た
い
。

都
市
農
地
を
守
る
手
法
に

生
産
緑
地
制
度
が
あ
り
、

間
も
な
く
指
定
か
ら
30
年
が
経
過
す

る
。
新
た
に
特
定
生
産
緑
地
制
度
が

始
ま
る
が
、
制
度
を
知
ら
な
い
土
地

所
有
者
も
い
る
の
で
は
。

本
市
で
は
、
昨
年
度
か
ら

特
定
生
産
緑
地
に
関
す
る

説
明
会
を
25
回
開
催
し
て
い
る
。
延

べ
745
人
、
指
定
期
限
と
な
る
生
産
緑

地
所
有
者
の
約
６
割
が
参
加
し
、
特

に
税
金
に
関
す
る
質
問
が
多
く
寄
せ

ら
れ
た
。
ま
た
、
個
別
の
相
談
会
も

実
施
し
て
い
る
。
指
定
申
出
の
受
付

は
今
年
度
と
来
年
度
の
２
回
に
分
け

て
行
い
、
申
出
の
な
い
所
有
者
に
は

再
度
郵
送
に
よ
る
案
内
を
行
う
。
税

金
や
制
度
に
疑
問
を
持
ち
、
申
出
に

至
ら
な
い
所
有
者
に
は
丁
寧
な
説
明

を
実
施
し
、
制
度
の
一
層
の
周
知
に

努
め
て
い
く
。

民
間
企
業
が
行
う
Ａ
Ｉ
デ

マ
ン
ド
交
通
実
証
実
験
の

運
行
環
境
を
整
え
、
既
存
の
交
通
事

業
者
の
理
解
と
協
力
も
得
ら
れ
る
よ

う
、
市
が
全
面
的
に
支
援
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

本
市
で
は
、
路
線
バ
ス
が

不
十
分
な
地
域
へ
導
入
す

る
補
完
交
通
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
な
ど
を
位
置
付
け
て
お
り
、
民

間
企
業
主
体
で
実
施
し
て
い
る
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
デ
マ
ン
ド
型
交
通
シ
ス

テ
ム
も
同
様
の
位
置
付
け
で
実
証
実

験
を
進
め
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
導
入

に
向
け
、
既
存
の
交
通
事
業
者
の
減

便
や
撤
退
を
招
か
な
い
よ
う
運
行
エ

リ
ア
な
ど
を
設
定
し
て
い
く
。
ま
た
、

料
金
体
系
な
ど
を
検
討
し
、
市
民
に

と
っ
て
よ
り
利
便
性
の
高
い
交
通
環

境
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

避
難
所
に
も
な
る
小
・
中

学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
に
つ
い
て
、
国
の
緊
急
防
災
・

減
災
事
業
債
が
延
長
さ
れ
た
場
合
、

防
災
機
能
強
化
の
観
点
か
ら
も
、
各

区
１
、
２
校
に
先
行
設
置
し
て
は
。

防
災
機
能
強
化
の
た
め

学
校
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を

市
長
が
期
待
す
る

埼
玉
県
知
事
の
政
策
は

都
市
農
地
を
守
る
た
め

＊
特
定
生
産
緑
地
制
度
の
周
知
を

Ａ
Ｉ
に
よ
る
＊
デ
マ
ン
ド
交
通

実
現
に
向
け
全
面
的
な
支
援
を

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
や
コ
ン
ビ
ニ
で

罹り

災さ
い

証
明
書
の
迅
速
な
発
行
を

公
明
党

サ
ッ
カ
ー
場
・
野
球
場
・
競
輪
場
を
有
す
る

大
宮
公
園
の
再
編
構
想
が
検
討
さ
れ
て
い
る

＊ 特定生産緑地
生産緑地となってから30年が経過するまでに、市町村長は所
有者の意向をもとに特定生産緑地として指定できる。指定され
ると買取り申出が可能となる期間が10年延期される。

＊ デマンド交通
決まった時間に決まった路線を走る路線バスなどと異なり、
利用者の予約によりニーズに応じて柔軟な運行を行う公共
交通の一形態。
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議員の
市の

9月定例会「代表質問・一般質問」ダイジェスト

緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債

は
、
充
当
率
が
100
％
で
、

交
付
税
措
置
と
し
て
の
元
利
償
還
金

の
70
％
が
基
準
財
政
需
要
額
に
算
入

さ
れ
る
地
方
債
で
、
学
校
体
育
館
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
は
大
変
有
利
な

整
備
手
法
と
認
識
し
て
い
る
。
費
用

は
１
校
あ
た
り
約
３
、５
０
０
万
円
と

高
額
で
、
国
の
学
校
施
設
環
境
改
善

交
付
金
の
確
保
が
厳
し
い
現
状
を
踏

ま
え
る
と
、
で
き
れ
ば
活
用
を
検
討

し
た
い
。
国
の
動
向
を
注
視
し
、
設

置
す
る
学
校
の
選
定
な
ど
も
含
め
、

関
係
課
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

豪
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
が

全
国
で
多
発
し
て
い
る
。

社
会
福
祉
施
設
で
は
、
夜
間
は
ス
タ
ッ

フ
が
手
薄
で
、
車
い
す
利
用
者
な
ど

は
自
力
で
の
避
難
も
難
し
い
。
課
題

解
決
に
向
け
た
市
の
見
解
は
。

本
市
で
は
、
248
カ
所
の
高

齢
者
施
設
と
22
カ
所
の
障

が
い
者
施
設
を
要
配
慮
者
利
用
施
設

と
位
置
付
け
、
避
難
確
保
計
画
の
作

成
な
ど
を
促
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の

社
会
福
祉
施
設
で
は
、
夜
間
の
ス
タ
ッ

フ
が
手
薄
に
な
る
こ
と
や
、
車
い
す

利
用
者
や
認
知
症
の
方
の
自
力
避
難

が
難
し
い
な
ど
課
題
が
あ
る
た
め
、

昨
年
の
台
風
第
19
号
の
後
、
施
設
に

計
画
の
見
直
し
を
お
願
い
し
た
。
今

後
も
課
題
解
決
に
向
け
、
施
設
と
と

も
に
計
画
の
見
直
し
や
作
成
支
援
な

ど
を
行
っ
て
い
く
。

養
育
費
の
不
払
い
に
よ
り
、

多
く
の
母
子
家
庭
が
苦
し

い
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
本
市
で
も
、

相
談
者
に
寄
り
添
い
、
養
育
費
を
確

保
す
る
た
め
の
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト

事
業
を
導
入
し
て
は
。

豪
雨
災
害
か
ら

社
会
福
祉
施
設
を
守
る
た
め
に

養
育
費
の
不
払
い
を
な
く
し

ひ
と
り
親
世
帯
の
貧
困
解
消
を

＊ ビオトープ
生物を意味する「ビオ」と場所を意味する「トープ」を合成し
たドイツ語。地域に元々生息している野生生物が暮らした
り、利用したりする空間のこと。

本
市
と
し
て
は
、
相
談
機

能
の
強
化
に
加
え
、
養
育

費
に
関
す
る
公
正
証
書
の
作
成
支
援

と
、
支
払
保
証
の
支
援
制
度
の
構
築

が
有
用
と
考
え
て
お
り
、
ま
ず
は
支

援
ニ
ー
ズ
の
調
査
を
行
い
た
い
。
ま

た
、
ひ
と
り
親
家
庭
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
相
談
員
を
地
域
研
修
会

に
参
加
さ
せ
る
な
ど
、
ス
キ
ル
向
上

を
図
り
た
い
。
国
で
も
養
育
費
制
度

見
直
し
に
向
け
法
改
正
が
検
討
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
調
査
結
果
な
ど
も
踏
ま
え
、
支

援
制
度
の
構
築
を
検
討
し
て
い
く
。

＊

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
掲
げ
ら

れ
て
い
る
生
物
多
様
性
の

理
解
を
深
め
る
た
め
に
は
、
実
際
に

生
態
系
の
営
み
を
観
察
し
学
ぶ
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
＊
ビ
オ
ト
ー
プ
を
活

用
し
た
取
組
み
を
推
進
す
べ
き
で
は
。

ビ
オ
ト
ー
プ
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
次
期
環
境
基
本

計
画
に
お
い
て
、
関
係
部
局
が
連
携

し
検
討
を
進
め
て
い
く
。
現
在
、
生

き
物
の
観
察
記
録
を
蓄
積
し
て
お
り
、

今
後
は
、
公
園
や
学
校
で
の
デ
ー
タ

な
ど
も
一
元
管
理
し
環
境
変
化
の
分

析
に
役
立
て
、
有
識
者
の
知
見
も
活

用
し
整
理
を
し
て
い
く
。
ま
た
学
校

教
育
に
お
い
て
は
、
ビ
オ
ト
ー
プ
を

今
年
度
か
ら
重
点
的
に
取
り
組
む
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
な
ど
の
重
要
な
フ
ィ
ー

ル
ド
の
一
つ
と
認
識
し
て
お
り
、
今

後
も
推
進
し
て
い
く
。

中
山
道
に
は
宿
場
町
を
し

の
ば
せ
る
標
示
が
ほ
と
ん

ど
な
い
。
大
宮
駅
Ｇ
Ｃ
Ｓ（
グ
ラ
ン
ド

セ
ン
ト
ラ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）化
構
想

に
こ
の
整
備
を
位
置
付
け
、
鉄
道
の

歴
史
と
と
も
に
引
き
継
ぐ
べ
き
で
は
。

大
宮
は
、
古
く
か
ら
門
前

町
や
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、

さ
ら
に
大
宮
駅
の
開
業
で
商
工
業
が

集
積
し
発
展
し
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。

現
在
検
討
を
進
め
て
い
る
大
宮
Ｇ
Ｃ

Ｓ
プ
ラ
ン
２
０
２
０
に
お
い
て
、
宿

場
町
や
鉄
道
の
ま
ち
な
ど
の
歴
史
的

価
値
に
つ
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
活

用
す
べ
き
大
宮
の
要
素
と
し
て
位
置

自
民
党
真
政

生
物
多
様
性
の
理
解
と

自
然
環
境
教
育
の
充
実
を

中
山
道
に
石
碑
な
ど
を
設
置
し

大
宮
の
レ
ガ
シ
ー
を
継
承
す
べ
き

災
害
時
の
施
設
で
の
被
害
を
最
小
限
と
す
る
た
め

ス
タ
ッ
フ
と
入
所
者
に
よ
る
訓
練
も
重
要

＊ S
エスディージーズ

DGs（持続可能な開発目標）
2015年9月の国連サミットで採択。「貧困の根絶」「働きがい」「気
候変動への対策」など、すべての先進国と発展途上国で取り組む、
2030年を時限とした17の国際目標。
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の
達
成
度
に
応
じ
て
委
託
料
を
支
払

う
形
の
業
務
委
託
で
あ
り
、
貴
重
な

税
金
の
活
用
と
い
う
観
点
か
ら
推
進

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

Ｐ
Ｆ
Ｓ
は
、
民
間
事
業
者

の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
の
積
極

的
な
活
用
や
、
柔
軟
な
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
、
多
様
な
事
業
者
の
参
入
機
会

の
創
出
な
ど
が
見
込
め
る
制
度
と
認

識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
現
状
で
は

適
正
な
成
果
指
標
や
評
価
方
法
の
設

定
や
、
報
酬
の
支
払
い
条
件
の
設
定

が
困
難
と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
。
今

年
度
中
に
国
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
公

表
す
る
予
定
と
伺
っ
て
お
り
、
他
自

治
体
の
事
例
も
参
考
に
、
本
市
で
の

活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

大
規
模
災
害
時
に
は
、
市

域
を
超
え
て
広
域
避
難
す

る
こ
と
も
あ
る
。
自
治
体
ご
と
に
作

成
す
る
防
災
計
画
に
つ
い
て
、
近
隣

市
と
の
整
合
性
を
図
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
今
後
の
取
組
み
は
。

本
市
や
近
隣
市
の
地
域
防

災
計
画
に
は
、
相
互
応
援

の
協
定
な
ど
に
よ
り
、
避
難
所
の
利

昨
年
の
台
風
で
は
甚
大
な
浸
水
被
害
に
あ
っ
た
桜
区

一
刻
も
早
い
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る

Ｐ
Ｆ
Ｓ（
成
果
連
動
型
民
間

委
託
契
約
方
式
）は
、
目
標

広
域
避
難
を
想
定
し

近
隣
市
と
防
災
計
画
の
整
合
を

議員の
市の

9月定例会「代表質問・一般質問」ダイジェスト

一
般
質
問

9
人
の
議
員
が
、
市
政
に
対
す
る
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

金
子
昭
代
／
川
村　

準
／
小
柳
嘉
文

佐
伯
加
寿
美
／
土
井
裕
之
／
玉
井
哲
夫

川
崎
照
正
／
新
井
森
夫
／
吉
田
一
郎

質
問
者市

の
政
策
・
行
財
政

＊
Ｐ
Ｆ
Ｓ
の
推
進
に
よ
り

限
ら
れ
た
財
源
の
有
効
活
用
を

制
定
は
検
討
し
て
い
な
い
が
、
引
き

続
き
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
な
が
ら

状
況
を
見
極
め
て
い
き
た
い
。

昨
年
の
台
風
第
19
号
で
桜

区
新
開
、
桜
田
地
域
の
浸

水
被
害
は
深
刻
だ
っ
た
。
今
年
度
、

市
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し

て
新
た
な
治
水
対
策
を
考
え
る
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
の
進
捗
状
況
は
。

現
在
実
施
し
て
い
る
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
業
務
は
、

昨
年
の
台
風
に
よ
り
多
く
の
被
害
を

受
け
た
桜
区
新
開
地
区
と
そ
の
周
辺

に
お
い
て
、
油
面
川
排
水
機
場
の
整

付
け
て
い
る
。
石
碑
や
案
内
板
な
ど

歴
史
の
継
承
に
関
す
る
整
備
に
つ
い

て
は
、
設
置
に
向
け
地
域
の
皆
様
や

関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

悲
惨
な
児
童
虐
待
の
ニ
ュ

ー
ス
が
後
を
絶
た
な
い
。

県
は
虐
待
禁
止
条
例
が
あ
る
が
、
市

も
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
児
童
、
動
物

の
虐
待
を
禁
止
す
る
実
効
性
の
高
い

独
自
の
条
例
を
制
定
す
べ
き
で
は
。

虐
待
に
つ
い
て
は
、
各
法

律
に
基
づ
き
対
応
し
て
い

る
ほ
か
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
動

物
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
条

例
に
基
づ
き
、
権
利
擁
護
や
虐
待
を

な
く
す
た
め
の
各
種
施
策
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。
児
童
虐
待
に
つ
い
て

は
、
県
条
例
に
必
要
な
取
組
み
が
網

羅
さ
れ
て
お
り
、
実
効
性
に
つ
い
て

も
県
虐
待
通
報
ダ
イ
ヤ
ル
を
設
置
す

る
な
ど
、
早
期
発
見
・
対
応
に
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
人
と
動
物

を
一
体
的
と
し
た
虐
待
禁
止
条
例
の

昨
年
の
台
風
被
害
を
受
け
た

治
水
対
策
の
検
討
状
況
は

虐
待
禁
止
条
例

市
も
独
自
に
制
定
す
べ
き

日
本
共
産
党

＊ PFS（Pay For Success：成果連動型民間委託契約方式）
地方自治体が民間事業者に委託する事業で、行政課題に対応
した成果指標が設定され、その成果指標の改善状況に連動し
て委託料を支払う契約方式。

備
効
果
を
検
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

現
在
、
昨
年
の
降
雨
状
況
と
浸
水
状

況
の
調
査
、
現
地
の
地
形
、
河
川
な

ど
の
構
造
物
の
状
況
を
デ
ー
タ
化
し

た
モ
デ
ル
を
作
成
し
て
い
る
。
今
後

は
、デ
ー
タ
か
ら
浸
水
状
況
を
再
現
し
、

油
面
川
排
水
機
場
の
効
果
検
証
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
面
に
お
け
る
対
策
の
検

討
を
行
っ
て
い
く
。
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用
を
含
め
た
応
急
措
置
の
規
定
が
あ

る
。
７
月
に
は
川
口
・
蕨
・
戸
田
市

の
防
災
部
局
と
協
議
を
行
い
、
認
識

を
共
有
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後

も
よ
り
具
体
的
な
避
難
の
在
り
方
に

つ
い
て
調
整
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た

災
害
発
生
時
に
は
、
県
や
近
隣
市
と

被
災
状
況
や
避
難
所
の
開
設
状
況
な

ど
を
共
有
し
、
相
互
で
支
援
要
請
を

行
う
な
ど
の
仕
組
み
づ
く
り
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

テ
レ
ワ
ー
ク
は
、
コ
ロ
ナ

禍
や
緊
急
時
の
業
務
継
続

だ
け
で
な
く
、
介
護
・
育
児
の
担
い

手
に
は
働
き
方
の
選
択
肢
の
一
つ
と

な
る
。
本
市
の
今
後
の
推
進
と
管
理

職
の
意
識
改
革
に
つ
い
て
伺
う
。

現
在
、
本
市
で
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
特
例
的
に
テ
レ
ワ
ー

ク
を
行
っ
て
い
る
が
、
介
護
・
育
児

を
行
う
職
員
に
と
っ
て
は
仕
事
と
の

両
立
を
可
能
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

本
市
の
多
様
な
働
き
方
の
一
つ
と
し

て
定
着
す
る
よ
う
、
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
く
。
管
理
職
の
意
識
改
革

に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
管
理
職
自
ら

が
率
先
し
て
体
験
す
る
よ
う
、
例
え

ば
テ
レ
ワ
ー
ク
集
中
月
間
を
設
け
る

な
ど
、
具
体
的
な
取
組
み
を
行
っ
て

い
き
た
い
。東

日
本
連
携
事
業
は
、「
東

日
本
連
携
・
創
生
フ
ォ
ー

ラ
ム
宣
言
」を
基
盤
に
置
い
て
、
全
庁

的
な
取
組
み
に
改
め
る
よ
う
、
抜
本

的
な
見
直
し
を
行
う
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
は
。

東
日
本
連
携
事
業
は
、
市

政
全
般
に
わ
た
る
取
組
み

を
進
め
る
べ
き
重
要
な
施
策
と
考
え

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
、
観
光
・
経
済

分
野
を
は
じ
め
、
教
育
や
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
分
野
で
も
連
携
し
て
き
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
単
独
で
は
解
決

で
き
な
い
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取

組
み
も
、
よ
り
強
化
す
べ
き
こ
と
と

認
識
し
て
お
り
、
本
市
が
東
日
本
全

体
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
都
市
と
な

れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

葬
儀
後
に
必
要
な
各
種
手

続
き
に
つ
い
て
、
区
役
所

窓
口
で
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い
る
が
、

掲
載
項
目
が
多
く
わ
か
り
づ
ら
い
。

改
善
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
丁
寧
な

窓
口
対
応
を
求
め
る
。

現
在
、
葬
儀
後
の
手
続
き

を
紙
で
お
知
ら
せ
し
て
い

る
が
、
情
報
が
多
す
ぎ
て
わ
か
り
に

く
い
可
能
性
も
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
早
急
な
改
善
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、お
悔
や
み
コ
ー

ナ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
の
範
囲
や
職
員

の
配
置
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。
こ
れ

ら
を
整
理
し
な
が
ら
先
行
自
治
体
の

調
査
を
進
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
具
体
的
な

検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
を
行
う
市

の
電
話
相
談
は
、
昨
年
の

1.3
倍
増
と
な
っ
た
。
20
〜
30
歳
代
向

け
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
や
、
自
殺
者
の
多

い
40
〜
50
歳
代
男
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
た
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
相
談
は
、

若
年
層
に
は
入
口
と
し
て

有
効
と
考
え
る
が
、
相
手
の
反
応
が

見
え
に
く
く
、
認
識
の
ず
れ
が
生
じ

る
こ
と
も
あ
る
。
現
段
階
で
は
、
国

や
県
な
ど
の
取
組
状
況
の
効
果
を
研

究
す
る
と
と
も
に
、
周
知
を
工
夫
し

て
い
く
。
40
〜
50
歳
代
男
性
に
対
し

て
は
、
新
た
に「
暮
ら
し
の
困
り
ご
と

と
、
こ
こ
ろ
の
総
合
相
談
会
」を
、
10

月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
毎
月
開
催
す

る
。
本
市
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
効

果
を
踏
ま
え
、
今
後
も
総
合
的
な
自

殺
対
策
を
図
っ
て
い
く
。

東
日
本
連
携
事
業

全
庁
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
は

議員の
市の

9月定例会「代表質問・一般質問」ダイジェスト

福
祉
・
保
健
・
医
療

葬
儀
後
に
必
要
な
手
続
き

よ
り
丁
寧
な
窓
口
対
応
を
求
め
る

市
職
員
の
テ
レ
ワ
ー
ク
を
推
進
し

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を

大
切
な
命
を
守
る
た
め

こ
こ
ろ
の
相
談
体
制
の
拡
充
を

東
日
本
各
地
の
食
材
を
活
用
し
た
起
業
家
体
験

こ
う
い
っ
た
取
組
み
を
さ
ら
に
広
げ
る
こ
と
も
重
要
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コ
ロ
ナ
禍
で
働
く
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
感

染
し
た
場
合
で
も
、
業
務
を
継
続
で

き
る
仕
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
、

本
市
の
具
体
的
な
取
組
み
は
。

障
が
い
福
祉
や
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
職
員

が
感
染
し
た
場
合
、
ま
ず
は
消
毒
費

用
や
人
員
確
保
の
た
め
の
紹
介
料
な

ど
を
、
ま
た
、
応
援
職
員
を
派
遣
し

た
事
業
所
に
は
、
派
遣
に
係
る
諸
経

費
や
割
増
賃
金
な
ど
を
補
助
す
る
こ

と
で
、
業
務
の
継
続
を
支
援
す
る
。

さ
ら
に
、
施
設
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発

生
し
た
場
合
に
備
え
、
県
が
構
築
し

た
互
助
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
効
活
用

す
べ
く
、
施
設
へ
登
録
を
呼
び
か
け

る
な
ど
、
今
後
も
業
務
継
続
に
必
要

な
取
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

保
育
施
設
に
関
す
る
情
報

提
供
が
十
分
で
な
い
。
多

様
化
し
た
市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
、

窓
口
で
の
感
染
リ
ス
ク
を
低
減
す
る

た
め
に
も
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
情
報
の
拡
充
が

必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

保
護
者
が
保
育
施
設
を
選

ぶ
際
に
、
寝
具
や
駐
車
場

の
有
無
な
ど
を
知
り
た
い
と
い
っ
た

要
望
も
あ
る
が
、
区
役
所
の
保
育
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
な
ど
が
収
集
し
た
そ

れ
ら
の
情
報
は
窓
口
で
提
供
し
て
お

り
、
さ
い
た
ま
子
育
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
は

掲
載
し
て
い
な
い
。
子
育
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ

の
充
実
は
、
施
設
選
択
時
の
参
考
と

な
り
、
窓
口
で
の
感
染
リ
ス
ク
の
低

減
に
も
役
立
つ
こ
と
か
ら
、
今
後
は

関
係
団
体
な
ど
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
施
設
情
報
や
検
索
機
能
の
充
実

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

少
人
数
学
級
の
実
現
を
求
め
る
声
が

高
ま
っ
て
い
る
。
全
国
市
長
会
も「
緊

急
提
言
」で
少
人
数
学
級
と
教
員
確
保

の
必
要
性
に
言
及
し
て
い
る
が
、
市

長
の
認
識
は
。

全
国
市
長
会
な
ど
が
国
に

要
請
し
た
緊
急
提
言
は
、

今
後
予
想
さ
れ
る
感
染
症
の
再
拡
大

時
に
あ
っ
て
も
、
必
要
な
教
育
活
動

を
継
続
し
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を

保
障
す
る
た
め
、
児
童
生
徒
間
の
十

分
な
距
離
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
教
員
の
確
保
を
要
請
し
た
も
の

で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
、
少

人
数
編
制
の
た
め
の
教
員
確
保
の
必

要
性
に
つ
い
て
は
、
緊
急
提
言
と
同

じ
認
識
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
未
来
に
向

か
っ
て
力
強
く
歩
ん
で
い

く
た
め
、
教
育
委
員
会
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
や
持
続
可
能
な
社
会
を
創
る
た
め

の
教
育
に
つ
い
て
、
現
状
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
伺
う
。

本
市
に
は
、
持
続
可
能
な

開
発
の
た
め
の
教
育
と

し
て
、
世
界
と
の
つ
な
が
り
が
実
感

で
き
る
活
動
や
、
環
境
問
題
を
自
分

事
と
し
て
捉
え
行
動
す
る
取
組
み
を

実
践
し
て
い
る
学
校
も
あ
る
。
本
市

の
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
各
教
科

で
の
学
び
に
加
え
、
国
際
理
解
教
育
、

環
境
教
育
、
人
権
教
育
な
ど
を
通
じ

て
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
の
育

成
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

子
ど
も
た
ち
が
考
え
、
議
論
し
、
行

動
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
。

盆
栽
は
地
域
の
大
切
な
文

化
で
あ
る
。
大
宮
盆
栽
村

の
開
村
100
年
に
向
け
、
盆
栽
協
同
組

合
か
ら
自
治
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
敷

地
の
活
用
に
つ
い
て
県
と
市
に
要
望

書
が
出
さ
れ
た
が
、
市
の
考
え
は
。

当
該
敷
地
に
隣
接
す
る
大

宮
盆
栽
美
術
館
は
、
開
館

か
ら
10
年
が
経
過
し
た
。
盆
栽
フ
ァ

盆
栽
美
術
館
の
隣
接
地
を
活
用
し

さ
ら
な
る
盆
栽
文
化
の
振
興
を

少
人
数
学
級
と
教
員
確
保

提
言
に
対
す
る
市
長
の
認
識
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
教
育

ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か

教
育
・
文
化

保
育
施
設
の
く
わ
し
い
情
報

Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
検
索
で
き
る
仕
組
み
に

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
感
染

業
務
継
続
に
必
要
な
取
組
み
を

伝
統
産
業
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
も

盆
栽
村
一
帯
の
さ
ら
な
る
充
実
が
望
ま
れ
る

10saitama city council No.84



議員の
市の

9月定例会「代表質問・一般質問」ダイジェスト

お 知 ら せ

さい たま 市 議 会 からの

　年末年始のごあいさつは
　失礼させていただきます
公職選挙法の規定により、議員が選挙区内の人に年賀状
などのあいさつ状を出すことは禁止されております。
そのため、年末年始のごあいさつは失礼させていただきます。

さいたま市議会議員一同

公職選挙法では選挙区内において
このようなことが禁止されています。

議員が年賀状や寒中見舞い
などのあいさつ状を出すこと
（答礼のため
の自筆による
ものは除く）

市民や団体などが議員に
対し寄附を求めること

議員や後援会がお中元や
お歳暮を贈ること

議員や後援会があいさつを
目的とした
有料の広告
を出すこと

　会派の構成が変わりました
新たな会派の結成、議員の所属会派の変更などに伴い、
会派の構成が次のとおりとなりました。

謹
賀
新
年

令和2年10月1日現在

会派名 所属議員数

民主改革さいたま市議団 17人

さいたま市議会自由民主党議員団 15人

公明党さいたま市議会議員団 11人

日本共産党さいたま市議会議員団 7人

自由民主党さいたま市議会議員団 4人

自由民主党彩
さいせいかい

成会 3人

無所属（会派に所属していない議員） 3人

計 60人

ま
ち
づ
く
り
・
環
境

ン
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
盆
栽
づ
く

り
な
ど
の
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
な
ど
、
美
術
館
を

取
り
巻
く
状
況
も
変
化
し
て
い
る
。

要
望
の
あ
っ
た
、
県
が
所
有
す
る
当

該
敷
地
の
一
部
を
活
用
し
、
盆
栽
関

連
施
設
の
充
実
を
図
る
こ
と
は
、
盆

栽
村
の
発
展
の
た
め
に
も
大
変
有
意

義
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
、
県
と

積
極
的
に
協
議
し
て
い
き
た
い
。

浦
和
区
木
崎
の
埼
玉
県
警

科
学
捜
査
研
究
所
跡
地
は
、

街
中
の
広
大
な
空
間
で
地
域
に
と
っ

て
貴
重
で
あ
る
。
防
災
を
含
め
た
総

合
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
で
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

本
跡
地
に
つ
い
て
県
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
も

建
物
を
倉
庫
な
ど
に
使
用
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

か
ら
、
本
市
と
し
て
は
、
防
災
関
係

や
地
域
の
た
め
の
施
設
と
し
て
の
検

討
は
現
在
行
っ
て
い
な
い
。
今
後
に

つ
い
て
は
、
関
係
機
関
に
加
え
て
専

門
家
に
意
見
を
伺
う
な
ど
、
防
災
も

含
め
た
総
合
的
な
都
市
づ
く
り
の
視

点
で
、
本
跡
地
に
つ
い
て
研
究
し
て

い
き
た
い
。与

野
駅
東
口
駅
前
広
場
の

整
備
は
、
地
域
に
と
っ
て

長
年
の
課
題
で
あ
り
、
要
望
で
あ
る
。

安
全
で
使
い
や
す
い
駅
前
広
場
の
事

業
化
に
向
け
た
、
今
後
の
取
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

中
山
道
か
ら
与
野
駅
東
口

に
至
る
駅
前
広
場
な
ど
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
沿
道
の
再
編
を

行
い
な
が
ら
整
備
す
る
手
法
を
検
討

し
て
お
り
、
平
成
30
年
度
に
は
、
関

係
権
利
者
に
対
し
意
向
調
査
を
実
施

し
た
。
様
々
な
意
見
に
分
か
れ
る
結

果
と
な
っ
た
が
、
事
業
化
に
向
け
て

は
権
利
者
の
合
意
形
成
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
た
め
、
整
備
手
法
な
ど
に

関
す
る
勉
強
会
を
実
施
し
、
進
め
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
意
見

交
換
を
行
い
な
が
ら
、
具
体
的
な
事

業
手
法
の
策
定
に
向
け
、
協
働
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

与
野
駅
東
口
の
駅
前
広
場

事
業
化
に
向
け
た
取
組
み
は

県
警
科
学
捜
査
研
究
所
跡
地

ま
ち
づ
く
り
に
ど
う
生
か
す
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今回の定例会は

2月

12月

9月

6月

ロクマル＝60   6 0人の議員は市民の代表。さいたま市議会の動きをコンパクトに伝えます。

市議会だよりさいたま｜No.84 2020.12.1

委員会が熱い!
身近なテーマで白熱した議論が交わされる「委員会」。
そんな委員会にスポットを当ててご紹介します。

新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処
方針に配慮した表現としております。

N
o.84 2020.12.1　

市
議
会
だ
よ
り
さ
い
た
ま
　
編
集
・
発
行
>>さ

い
た
ま
市
議
会
 〒
330-9588 さ

い
た
ま
市
浦
和
区
常
盤
6丁
目
4番
4号
　
Tel.048ー829ー1748  Fax.048ー829ー1984

コロナ禍での避難行動
新型コロナウイルス感染症の脅威が継続している状況で
は、大規模な地震や台風、豪雨などの災害発生時に開設す
る避難所へ多くの人が集まると、いわゆる「3密」の状態に
近くなるため、一層の感染症対策が必要となります。
避難所が3密状態になることを防ぐため、可能な場合は、親
戚や友人宅、自宅内の安全な所など、避難所以外の様々な
場所へ「分散して避難すること」が重要であり、国はその理
解を求めています。

「在宅避難」を第一に考える
本市でも、自身と自宅の安全が確保できるのであれば、ま
ずは、住み慣れた自宅での生活を続ける「在宅避難」を考え
るよう呼びかけています。あらかじめハザードマップや防
災マップなどで自宅周辺や避難しようとする場所の安全性
を確認したり、食料品や飲料水を備蓄しておくなど、日頃か
らの備えが大切です。また、避難所へ行く場合であっても、
感染リスクを考慮し、マスクや体温計、消毒液などの衛生
用品を持っていくようにしましょう。

この議会広報紙は616,700部作成し、１部当たりの作成経費は8円です（企画編集の経費を含みます）。

今年も残すところあとわずかとなりました。この一年は、新型
コロナウイルス感染症の影響により、多くの方々にとって異例
の年だったと思います。市議会においては、4月に臨時の議会
を開催し、続く6月、9月の定例会においても新型コロナ対策
に関する多くの議論を重ねてきました。
今後も、市民の皆様が一刻も早く安心して暮らせるよう、60人
の議員が一丸となって、市議会の役割を果たしてまいります。何
かと忙しい師走ですが、お体には気をつけてお過ごしください。

編集後記 議会広報編集委員会

［委員長］ ［副委員長］

［ 委 員 ］

渋谷佳孝 高柳俊哉

出雲圭子 冨田かおり 石関洋臣
服部　剛 新藤信夫 谷中信人
江原大輔 神田義行 萩原章弘

市議会のくわしい情報は、さいたま市議会のホームページをご覧ください。検索さいたま市議会

ロクマル　キーワード

Keyword 9月定例会の中から気になる言葉を取り上げ、
解説します。

会期日程は、ホームページをご
覧ください。くわしくは議事課
（Tel.829-1753）までお問い合
わせください。

『分散避難』

「ようこそさいたま市議会へ」 テレビ埼玉
令和3年1月10日（日）午前10時～ 放送予定
過去に放送した番組も市議会ホームページで配信しています。

テレビ番組

本会議・委員会の傍聴 インターネット中継
会議の模様をライブ配信
（生中継）・録画配信して
います。ホームページから
アクセスしてください。

スマートフォン・
タブレットでも！

開催日当日、議会棟３階
で受付しています。

※感染症予防のため、傍聴
はできる限りお控えください
（本会議はインターネット議
会中継でご覧になれます）。

さいたま D i a r y
ダイアリー

岩槻区今号の表紙の場所は

アクセス 岩槻駅から徒歩約10分　
※月曜日（休日除く）および年末年始（12/28～1/4）は休館

12月定例会を
開催しています




